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査担当と
しては責任が重大です．寄生虫症はオーシスト

篠田智美(岐阜市)/田丸盛夫(川口市)/阿
部有香里(別府市)/安江智美(羽曳野市)/
山口剛(木更津市)/千野秀教(東京都文京
区)/宮崎恵(大分市)

や虫卵
を検出すれば確定診断がつきますが，判定

病気のはなし
子宮内膜症 片渕秀隆，他
技術講座
生理：されど胆囊―描出法とピットフォール 上牧 隆
生理：されど胆囊―超音波画像と病理所見 長川達哉
生理：シリーズ 骨と関節の超音波検査・1 整形外科
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しにくい場

4月，年度が変わり新しいメンバーを迎えて早々の
日本列島を春の嵐が襲いました．首都圏では交通機関
がマヒし，暴風雨が吹き荒れましたが，職場から早め
の帰宅指示が出て，多数の帰宅困難者を出した
「3.11」の教訓が生かされたそうです．4月後半から5
月にかけて日本海や北日本周辺海域で温帯低気圧が急
速に発達し，台風並みの気象現象を“メイストーム”
というそうです．爆弾なみの突風でしたが，これも地
球規模の異常現象の影響でしょうか？
今月号の“病気のはなし”は，「狭心症・心筋梗塞」
です．病因・病態・検査や治療について詳しく述べら
れていますが，病気を知ることは必ず検査に役立つこ
とでしょう．
“技術講座”では，腸管寄生原虫類の遺伝子検査法
について紹介されています．赤痢アメーバ症やクリプ
トスポリジウム症，ジアルジア症は5類感染症に分類
され届出対象疾患になります．そ

合もあります．こんなとき，免疫法によるイムノクロ
マト法があることはご存知の方も多いと思いますが，
今や遺伝子検査を行う時代になってきたのですね．遺
伝子検査といえば“TOPICS”ではC型肝炎に対す
る治療効果と関連がある IL 28 B 遺伝子検査の意義
など最先端の話題が掲載されています．
みなさん，R-CPC“検査値を読むトレーニング”
に挑戦していただいていますか？ 今回で6回目にな
りますが，腎機能障害の患者データでした．担当して
いる検査を行い，結果を出すだけでなく生化学・血
液・尿検査データをすべてつき合わせて検査値を読む
トレーニングが必要です．なぜこのようなデータが出
てくるのか，くわしく解説されていてファイリングし
ておきたいコーナーです．
『検査と技術』の編集会議でも読者のニーズにお応
えできるよう努力しています．エコーの画像や顕微鏡
写真を多く掲載し，少しでもわかりやすい雑誌にして
いきたいと考えていますので，お手元に置きご活用く
ださい．

(伊瀬恵子)
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